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苔
に
露
け
き
袂
に
や
。
〳
〵
。
衣
の
玉
を
含
む
ら
ん
。

是
は
出
羽
の
羽
黒
山
よ
り
出
で
た
る
山
伏
に
て
候
。
我
大

峰
葛
城
に
参
ら
ず
候
ふ
程
に
。
此
度
和
州
へ
と
急
ぎ
候
。

此
程
の
。
宿
鹿
島
野
の
草
枕
。
〳
〵
。
子
に
臥
し
寅
に

起
き
馴
れ
し
。
床
の
眠
も
今
更
に
。
仮
寐
の
月
の
影
共

に
。
西
へ
行
く
へ
か
足
引
の
。
大
和
の
国
に
着
き
に
け
り
。

〳
〵
。

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
和
州
春
日
の
里
に
着
き
て
候
。
人
を
待

「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行詞

シ
テ
一
声

サ
シ

ち
て
此
あ
た
り
の
名
所
を
も
尋
ね
ば
や
と
存
じ
候
。

春
日
野
の
。
飛
火
の
野
守
出
で
ゝ
見
れ
ば
。
今
幾
程
ぞ
若

菜
摘
む
。

是
に
出
で
た
る
老
人
は
。
こ
の
春
日
野
に
年
を
経
て
。
山

に
も
通
ひ
里
に
も
行
く
。
野
守
の
翁
に
て
候
ふ
な
り
。
有

難
や
慈
悲
万
行
の
春
の
色
。
三
笠
の
山
に
長
閑
に
て
。
五

重
唯
識
の
秋
の
風
。
春
日
の
里
に
音
づ
れ
て
。
誠
に
誓
ひ

も
直
な
る
や
。
神
の
ま
に
〳
〵
行
き
帰
り
。
運
ぶ
歩
み
も
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積
る
老
の
。
栄
行
く
御
影
仰
ぐ
な
り
。

唐
ま
で
も
聞
え
あ
る
。
此
宮
寺
の
名
ぞ
高
き
。

昔
し
仲
麿
が
。
〳
〵
。
我
日
の
本
を
思
ひ
や
り
。
天
の
原
。

ふ
り
さ
け
見
る
と
詠
め
け
る
。
三
笠
の
山
陰
の
月
か
も
。

夫
は
明
州
の
月
な
れ
や
。
こ
ゝ
は
奈
良
の
都
の
。
春
日
長

閑
け
き
気
色
か
な
。
〳
〵
。

如
何
に
是
な
る
老
人
に
尋
ぬ
べ
き
事
の
候
。

何
事
を
御
尋
ね
候
ふ
ぞ
。

「「「「「「「「「「
下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

御
身
は
此
所
の
人
か
。

さ
ん
候
ふ
是
は
此
春
日
野
の
野
守
に
て
候
。

野
守
に
て
ま
し
ま
さ
ば
。
是
に
よ
し
有
り
げ
な
る
水
の
候

ふ
は
名
の
有
る
水
に
て
候
ふ
か
。

是
こ
そ
野
守
の
鏡
と
申
す
水
に
て
候
へ
。

あ
ら
面
白
や
野
守
の
鏡
と
は
。
何
と
申
し
た
る
事
に
て
候

ふ
ぞ
。

我
等
如
き
の
野
守
。
朝
夕
影
を
写
し
申
す
に
よ
り
。
野
守
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の
鏡
と
申
し
候
。
又
誠
の
野
守
の
鏡
と
は
。
昔
鬼
神
の
持

ち
た
る
鏡
と
こ
そ
承
り
及
び
て
候
へ
。

何
と
て
鬼
神
の
持
ち
た
る
鏡
を
ば
。
野
守
の
鏡
と
は
申
し

候
ふ
ぞ
。

昔
し
此
野
に
住
み
け
る
鬼
の
有
り
し
が
。
昼
は
人
と
な
り

て
此
野
を
守
り
。
夜
は
鬼
と
な
つ
て
是
な
る
塚
に
住
み
け

る
と
な
り
。
さ
れ
ば
野
を
守
り
け
る
鬼
の
持
ち
し
鏡
な
れ

ば
と
て
。
野
守
の
鏡
と
は
申
し
候
。

「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

謂
を
聞
け
ば
面
白
や
。
さ
て
は
此
野
に
住
み
け
る
鬼
の
。

持
ち
し
を
野
守
の
鏡
と
も
云
ひ
。

又
は
野
守
が
影
を
写
せ
ば
。
水
を
も
野
守
の
鏡
と
云
ふ
事
。

両
説
何
れ
も
謂
あ
り
。

野
守
が
其
名
は
昔
も
今
も
。

か
は
ら
ざ
り
け
り
。

御
覧
ぜ
よ
。

立
ち
寄
れ
ば
。
実
に
も
野
守
の
水
鏡
。
〳
〵
。
影
を
写
し
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て
い
と
ゞ
猶
。
老
の
波
は
真
清
水
の
。
あ
は
れ
実
に
見
し

ま
ゝ
の
。
昔
の
我
ぞ
恋
し
き
。
実
に
や
慕
ひ
て
も
。
か
ひ

あ
ら
ば
こ
そ
古
へ
の
。
野
守
の
鏡
得
し
事
も
。
年
古
き
世

の
例
か
や
。
〳
〵
。

如
何
に
申
す
べ
き
事
の
候
。
は
し
鷹
の
野
守
の
鏡
と
よ
ま

れ
た
る
も
。
此
水
に
付
き
て
の
事
に
て
候
ふ
か
。

さ
ん
候
ふ
此
水
に
付
き
て
の
謂
に
て
候
。
語
つ
て
聞
か
せ

申
し
候
ふ
べ
し
。

「「「「

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ
詞

さ
ら
ば
御
物
語
り
候
へ
。

昔
し
此
野
に
御
狩
の
有
り
し
に
。
御
鷹
を
失
ひ
給
ひ
。
彼

方
此
方
を
御
尋
ね
有
り
し
に
。
一
人
の
野
守
参
り
合
ふ
。

翁
は
御
鷹
の
行
く
へ
や
知
り
て
有
り
け
る
ぞ
と
問
は
せ
給

へ
ば
。
彼
翁
申
す
や
う
。
さ
ん
候
是
な
る
水
の
底
に
こ
そ
。

御
鷹
の
候
へ
と
申
せ
ば
。
何
し
に
御
鷹
の
水
の
底
に
在
る

べ
き
ぞ
と
。
狩
人
ば
つ
と
寄
り
見
れ
ば
。
実
に
も
正
し
く

水
底
に
。
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あ
る
よ
と
見
え
て
白
斑
の
鷹
。
〳
〵
。
よ
く
〳
〵
見
れ
ば

木
の
下
の
。
水
に
写
れ
る
影
な
り
け
る
ぞ
や
。
鷹
は
木
居

に
在
り
け
る
ぞ
。
さ
て
こ
そ
は
し
鷹
の
。
〳
〵
。
野
守
の

鏡
得
て
し
が
な
。
思
ひ
思
は
ず
。
よ
そ
な
が
ら
見
ん
と
よ

み
し
も
。
木
の
鷹
を
写
す
故
な
り
。
誠
に
賢
き
時
代
と
て
。

御
狩
も
茂
き
春
日
野
の
。
飛
火
の
野
守
出
で
合
ひ
て
。
叡

慮
に
か
ゝ
る
身
な
が
ら
。
老
の
思
出
の
世
語
を
。
申
せ
ば

進
む
涙
か
な
。
〳
〵
。

「「「「「「「
地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ

実
に
や
昔
の
物
語
。
聞
く
に
つ
け
て
も
誠
の
。
野
守
の
鏡

見
せ
給
へ
。

思
ひ
よ
ら
ず
の
御
事
や
。
そ
れ
は
鬼
神
の
鏡
な
れ
ば
。
如

何
に
し
て
見
す
べ
き
。

さ
て
や
鏡
の
有
所
。
聞
か
ま
ほ
し
き
に
春
日
野
の
。

野
守
と
云
ふ
も
我
な
れ
ば
。

鏡
は
な
ど
か
。

持
た
ざ
ら
ん
と
。
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疑
は
せ
給
ふ
か
や
。
鬼
の
持
ち
た
る
鏡
な
ら
ば
。
見
て
は

恐
れ
や
し
給
は
ん
。
誠
の
鏡
を
見
ん
事
は
。
叶
ふ
真
白
の

鷹
を
見
し
。
水
鏡
を
見
給
へ
と
て
。
塚
の
内
に
入
り
に
け

り
。
塚
の
内
に
ぞ
入
り
に
け
る
。
（
中
入
）

か
ゝ
る
奇
特
に
逢
ふ
事
も
。
是
れ
行
徳
の
故
な
り
と
。
思

ふ
心
を
便
に
て
。
鬼
神
の
住
み
け
る
塚
の
前
に
て
。
肝
胆

を
砕
き
祈
り
け
り
。
我
年
行
の
功
を
積
め
る
。
其
法
力
の

誠
あ
ら
ば
。
鬼
神
の
明
鏡
あ
ら
は
し
て
。
我
に
奇
特
を
見

「「「「「「「「
地

ワ
キ

後
ジ
テ地

シ
テ地

ワ
キ

シ
テ

せ
給
へ
や
。
南
無
帰
依
仏
。

有
難
や
天
地
を
動
か
し
鬼
神
を
感
ぜ
し
め
。

土
砂
山
河
草
木
も
。

一
仏
成
道
の
法
味
に
引
か
れ
て
。

鬼
神
に
横
道
曇
り
な
く
。
野
守
の
鏡
は
あ
ら
は
れ
た
り
。

恐
ろ
し
や
打
火
か
ゝ
や
く
鏡
の
面
に
。
写
る
鬼
神
の
眼
の

光
。
面
を
向
く
べ
き
様
ぞ
な
き
。

恐
れ
給
は
ゞ
帰
ら
ん
と
。
鬼
神
は
塚
に
入
ら
ん
と
す
。
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暫
く
鬼
神
待
ち
給
へ
。
夜
は
ま
だ
深
き
後
夜
の
鐘
。

時
は
虎
臥
す
野
守
の
鏡
。

法
味
に
う
つ
り
給
へ
と
て
。

重
ね
て
数
珠
を
。

押
し
も
ん
で
。

台
嶺
の
雲
を
凌
ぎ
。
〳
〵
年
行
の
功
を
積
む
事
。
一
千
余

箇
日
。
し
ば
〳
〵
身
命
を
惜
し
ま
ず
。
採
菓
汲
水
に
隙
を

得
ず
。
一
矜
伽
羅
二
制
多
伽
。
三
に
倶
梨
伽
羅
七
大
八
大

「「「「「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ地

ワ
キ

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

金
剛
童
子
。

東
方
。

東
方
降
三
世
明
王
も
此
鏡
に
う
つ
り
。

又
は
南
西
北
方
を
写
せ
ば
。

八
面
玲
瓏
と
明
ら
か
に
。

天
を
写
せ
ば
。

非
想
非
々
想
天
ま
で
隈
な
く
。

さ
て
又
大
地
を
か
ゞ
み
見
れ
ば
。
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先
づ
地
獄
道
。

先
は
地
獄
の
有
様
を
顕
は
す
。
一
面
八
丈
の
浄
玻
璃
の
鏡

と
な
つ
て
。
罪
の
軽
重
罪
人
の
呵
責
。
打
つ
や
鉄
杖
の

数
々
。
悉
く
見
え
た
り
。
さ
て
こ
そ
鬼
神
に
横
道
を
正
す
。

明
鏡
の
宝
な
れ
。
す
は
や
地
獄
に
帰
る
ぞ
と
て
。
大
地
を

か
つ
ぱ
と
蹈
み
鳴
ら
し
。
大
地
を
か
つ
ぱ
と
蹈
み
破
つ
て
。

奈
落
の
底
に
ぞ
入
り
に
け
る
。

「「
シ
テ地

底
本
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
謡
曲
評
釈 

第
四
輯
』
大
和
田
建
樹 

著
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